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                           （財）財務会計基準機構会員   

 

平成 24年 11月 13日 
各   位 

株 式 会 社  エ ス ケ ー ア イ 
 代表取締役社長 酒 井 昌 也 

（ＪＡＳＤＡＱ：コード番号 ９４４６） 
問 合 先 常務取締役管理本部長 

  田 川 正 彦      
電話番号 ０５２（２６２）４４９９ 
 

平成 24 年 9 月期通期（連結・個別） 

業績予想との差異に関するお知らせ 
 

平成 24 年 9 月期通期(平成 23 年 10 月 1 日～平成 24 年 9 月 30 日)において、平成 23 年 11 月 11 日

付、当社「平成 23 年 9 月期決算短信」にて公表いたしました業績予想との間に差異が生じました

のでお知らせいたします。 

 

                  記 

１. 平成 24 年 9 月期 連結業績予想と実績との差異 

（１）通期（平成 23 年 10 月 1 日～平成 24 年 9 月 30 日） 

                                    （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益 

前回予想（Ａ） １６，８９８  ７３２   ７２５     ２６５ ２４.４１円

今回修正（Ｂ） １６，７４０   ６３８   ６１６     １９９ １８.３７円

増減額（Ｂ－Ａ）  △１５８ △９４ △１０９  △６６ △６.０４円

増 減 率 △０.９％ △１２.８％ △１５.０％  △２４.７％ △２４.７％

(ご参考)前期実績 

(平成 23 年 9 月期) 
１５，８１９ ５６２ ５８６   １９８ １８.３１円

 

 

（２）差異の理由 

 当期につきましては、平成 23 年 11 月 11 日付で、売上高 168 億 98 百万円、営業利益 7

億 32 百万円、経常利益 7 億 25 百万円、当期純利益 2 億 65 百万円の業績予想を発表いた

しましたが、株式会社エスケーアイ(移動体通信機器販売関連事業)につきましては、移動

体通信事業者(S 社)のインセンティブ体系の変更に伴う受取手数料の減少と、新機種の発

売を前にした買い控えが影響し、売上高および各利益は、計画を下回る結果となりました。 

また、子会社の株式会社セントラルパートナーズ（コールセンター事業）およびエスケ

ーアイ開発株式会社(不動産賃貸・管理事業)につきましては、計画通り順調に推移いたし



 2

ましたが、エスケーアイマネージメント株式会社(葬祭事業)につきましては、平成 23 年

11 月に 2 会館オープンした影響と、今後の葬祭の需要を見据えた積極的な営業政策を展

開したことから、コストの増加に繋がり、経常損失が計画比 74 百万円程度拡大いたしま

した。 

したがいまして、当期につきましては、売上高 167 億 40 百万円(前回予想比 1 億 58 百

万円減)、営業利益 6 億 38 百万円(前回予想比 94 百万円減)、経常利益 6 億 16 百万円(前

回予想比 1 億 9 百万円減)、当期純利益 1 億 99 百万円(前回予想比 66 百万円減)となりま

した。 

 

 

２．平成 24 年 9 月期 個別業績予想と実績との差異 

 （１）通期（平成 23 年 10 月 1 日～平成 24 年 9 月 30 日） 

 （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益 

前回予想（Ａ） １５,５７８   ６００    ２８０ ２５.７９円

今回修正（Ｂ） １５,４３７   ５６１    ２７２ ２５.０８円

増減額（Ｂ－Ａ）  △１４１ △３９  △８ △０.７１円

増 減 率 △０.９％ △６.５％  △２.８％ △２.８％

(ご参考)前期実績 

(平成23年9月期) 
１４,８５１ ５９１  ２７９ ２５.７７円

  

 

(２) 差異の理由 

 当期につきましては、平成 23 年 11 月 11 日付で、売上高 155 億 78 百万円、経常利益 6

億円、当期純利益 2 億 80 百万円の業績予想を発表いたしましたが、主力のソフトバンク

モバイル株式会社の積極的な営業展開を背景にデータカード系の販売と、学割・家族割等

の施策により新機種の販売が好調に推移したことから、販売台数は前期比 10.5％増とな

りましたが、移動体通信事業者(S 社)のインセンティブ体系の変更に伴い受取手数料が減

少したことと、iPhone５の発売を前にした買い控えが発生し、業績に大きな影響を及ぼす

結果となりました。 
したがいまして、当期につきましては、売上高 154 億 37 百万円(前回予想比 1 億 41 百

万円減)、経常利益 5億 61 百万円(前回予想比 39 百万円減)、当期純利益 2億 72 百万円(前

回予想比 8百万円減)となりました。 

 
 

以  上 


